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４月からの初任給特別措

置を入れることで「６％

超」と見せるようにした

と思わざるを得ない！ 

社員数が減少し、１人当た

りの仕事量や売り上げは向

上しているが、それを受け

止めた回答と思えない。 

ベアに格差をつけるのは

おかしい。合理的な差と

あるが社員の生活や将来

を考えているのであれば

平等にするべき！若手が

離職をしているのは基本

給が上がらない事も要因

の一つ！考えるべきだ！ 

同期が次々に退職している。離職に対して本気で考え

ているのか分からない。期末手当が年間６カ月を超え

ているという魅力があって入社したが、その魅力も無

くなるとモチベーションなど上がるわけがない！ 

業務の融合等が進む中、賃

金が抑制されるのは納得

できない！ 

要求に達していな

い。定期昇給係数

４の完全実施のみ

だ！現場の苦労に

報いて満額回答を

するべきだ！ 

社員１人ひとりの労働

密度は効率化を担い、高

まっており、職責関係な

く仕事はきつくなって

いる。職責による格差が

つけられると働くモチ

ベーションが下がる。 

会社回答には納得できない！！ 

昨年よりも格差が広が

っていて、物価高騰に苦

しむ社員に寄り添った

回答とは思えない！厳

しいのは会社の経営で

なく、社員の生活だ！ 


